
 

地域研究委員会・地球惑星科学委員合同地理教育分科会小委員会の設置について 

 

分科会等名：地図/GIS教育小委員会          

 

１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印

を付ける。） 

○地域研究委員会 

地球惑星科学委員会 

２ 委員の構 成 25名以内の会員および連携会員、その他 

３ 設 置 目 的 地図に関しては、電子地図や GIS の普及など科学技術の目

覚しい発展があるが、現行の地理教育では十分にその成果が

活かされていない。これらの科学技術の成果を地理教育に取

り入れることはきわめて重要である。また、地理空間情報活

用推進基本法などの制定（平成 19 年）により、国民生活の

あらゆる分野で地理空間情報を利活用する社会が形成され

ようとしており、GIS（地理情報システム）に関する基礎的

知識や技能の育成が、地理教育に求められている。 

しかし、一方で地図を読むのが苦手な子供達が増加してい

る。その背景には、地球上の位置（経緯度や方位など）を認

識する空間的能力や、地図に関する基礎的知識の低下があ

り、教員の地図に関する指導力不足もこの要因の一つと考え

られる。このギャップを埋めるためには、地理空間情報が重

要になる時代に向けた人材育成の視点を、地理教育をになう

教員養成のカリキュラムに導入し、地図/GIS 教育を充実さ

せる必要がある。 

本小委員会では、地理教育における地図/GIS 教育の推進

をいかに実現させるか、その教育内容と小中高の一貫したカ

リキュラム、および教員養成カリキュラムの改善や研修体制

の在り方について検討し、提言として社会に発信する 

４ 審 議 事 項 地図/GIS教育推進のためのカリキュラムや教育内容の検討  

教員養成カリキュラムの改善と教員研修体制の在り方 

５ 設 置 期 間 時限設置   年  月  日～   年  月  日 

○常設 

６ 備    考 ※定数変更（平成 26年 9月に公表した地理教育分科会の提

言のフォローアップとして全国的な活動をするため、委員

数を増加する必要がある 



のため、委員の構成を１５名以内を２５名以内に改正する

もの） 

 


